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■「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」による第5次評価報告書（平成25(2013)年）
• 気候システムの温暖化には疑う余地がなく、大気と海洋は温暖化し、雪氷の量は減少し、海面水
位は上昇している。

• 21世紀の間、世界全体で大気・海洋は昇温し続け、世界平均海面水位は上昇を続けるであろう。

地球規模の気候変動

○令和２(2020)年１１月
農林水産大臣及び国土交通大臣：海岸保全基本方針の変更

○令和３(2021)年７月
農林水産大臣及び国土交通大臣：海岸保全施設の技術上の基準を定める省令の一部改正

○令和３(2021)年８月
海岸関係4省庁担当課長：気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定方法等
について

国の対応

【三重県】
 三重県の沿岸について、海岸保全基本方針に基づき、将来的な気候変動の
影響を考慮した計画変更の検討に着手

 上記関連の海岸保全基本計画本文を変更
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（平成27(2015)年度）三重県海岸保全基本計画

（令和７(2025)年度予定）三重県海岸保全基本計画の変更

• ｢三河湾・伊勢湾沿岸海岸保全基本計画｣ 平成２７年１２月変更
• ｢熊野灘沿岸海岸保全基本計画」 平成２８年３月変更
• 東日本大震災を受け、国の中央防災会議より今後の海岸堤防等の整備
については、比較的頻度の高い一定程度の津波に対して整備するよう示
されたことから、防護指標に津波を追加

高潮 侵食 老朽化

耐震
津波避
難支援 津波

気候変動による影響を考慮した対策へ転換
海岸の保全に関する基本的な方針(R2.11) 主な変更箇所：
• 気候変動の影響による外力の長期変化量を適切に推算する。（追加）
• 都市計画等のまちづくりと連携を行うなど、ハード・ソフトを組み合わせた
総合的な対策を行う。（変更・一部追加）

• 侵食対策については、予測を重視した順応的砂浜管理を行う。（追加）
• 防護のみならず環境や利用の面から優れた面的防護方式による整備を
推進する。（変更）

高潮 侵食 老朽化

耐震
津波避
難支援 津波

（防護指標）

（防護指標：気候変動対応）

■「海岸保全基本計画」の変更の必要性

海岸保全基本計画の制度の概要
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■計画策定（変更）までの手続きの流れ

海岸保全基本計画の制度の概要

海岸保全基本計画の変更に係る体系図

三重県事務局

・農林水産部 農業基盤整備課

・農林水産部 水産基盤整備課

・県土整備部 港湾・海岸課

・地域連携・交通部 水資源・地域プロジェクト課

・四日市港管理組合 経営企画部 建設課

関係行政機関調整会議

・東海農政局農村振興部防災課

・中部地方整備局 河川部 河川計画課

・中部地方整備局 河川部 地域河川課

・中部地方整備局 港湾空港部 港湾計画課

・近畿地方整備局 河川部 河川計画課

・近畿地方整備局 河川部 地域河川課

協議・情報提供

（仮）沿岸合同調整会議

・愛知県事務局

・和歌山県事務局

意見

変更内容の確認・資料作成・役割分担等

調整

海岸保全基本計画検討委員会技術部会

・学識者

海岸保全基本計画検討委員会

・学識者、有識者

事務局案提示

意見・助言

検討結果の報告・進言

（事務局経由）

事務局案提示

意見

第１回：現計画と変更予定箇所、考え方説明

第２回：中間報告

第３回：最終案提示

第１回：検討の方向性・考え方の説明

第２回：中間報告

第３回：中間報告

第４回：検討結果の報告 第１回：検討の方向性・考え方の説明

第２回：中間報告

第３回：中間報告

第４回：検討結果の報告
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第1回 三重県海岸保全基本計画検討委員会

第2回 三重県海岸保全基本計画検討委員会

1. 海岸保全基本計画とは
2. 現行基本計画とこれまでの取組
3. 今回、計画変更が必要となった経緯
4. 技術部会の検討状況
5. 具体的な変更の方向性

• 三重県海岸保全基本計画検討委員会技術部会の検討状況について
• 三河湾・伊勢湾沿岸、熊野灘沿岸海岸保全基本計画本文の変更案（利用・環境）について

■検討委員会の流れ

第3回 三重県海岸保全基本計画検討委員会

• 『海岸保全基本計画』の変更計画（原案）について

●検討の進捗状況により回数を変更することがあります



会議内容
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１．前回委員会での意見と対応 P7～P8

２．三重県海岸保全基本計画検討委員会技術部会の検討状況 P9～P30

３．現行の海岸保全基本計画について P31～P41

４．三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）
（利用・環境）

P42～P61

５．熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）
（利用・環境）

P62～P71

６．今後のスケジュール P72～P74
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No. 意見 回答・対応方針

１
水辺の仕事に従事する業種について、より安
全な作業環境を配慮してもらいたい。

ご指摘のとおり、気候変動による影響への対
策を講じる際には、水辺での安全な作業環境
にも十分配慮するよう努める。

２
人工リーフのような侵食対策はありがたい。 ご指摘のとおり、堤防の嵩上げだけでなく、人

工リーフや養浜などの面的防護によって海岸
を保護する。

３
堤防の補強など防護強化を行う際に、環境・利
用面なども考慮しなければいけないことに大変
さを感じる。

上記と同様で今後検討・対応を進めていく。

４
津波については、基本的にL1が設定されてい
て、潮位が上がることにより再度計算すると言
うことか。

ご認識のとおり、見直された2100年時点での
朔望平均満潮位を用いてL1津波シミュレー
ションを実施し、設計津波水位を再設定する。

５

地震前の地殻変動（プレートの引き込み）によ
り、下がるところは無いか。逆に地震発生によ
る跳ね上がりにより地盤が高くなり、利用上影
響が有るような地域は無いか。念のため、確
認しておくと良い。

ご指摘のとおり、防護レベルとして必要な高さ
などを整理しつつ、環境や利用面の要望をま
とめ、今後検討していく。
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（１） 第3回技術部会の内容
（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
（３） 既存施設に対する評価
（４） 設計津波（L1津波算出）
（５） 段階的な整備計画
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現行計画の確認
技術部会での検討範囲

現状外力※1 および将来外力※2の試算

天文潮位 潮位偏差 波浪 津波外力

＜高潮推算＞ ＜波浪推算＞

現状外力※1 および将来外力※2の算定

天文潮位 潮位偏差 波浪 津波外力

＜高潮推算＞ ＜波浪推算＞＜海面上昇量＞

施設整備目標の設定

海岸保全基本計画（原案）

※1「現状外力」とは気候変動の影響を考慮
する前の外力

※2「将来外力」とは将来的な気候変動によ
る影響を考慮した場合の外力

（１） 第3回技術部会の内容

凡例 報告済

第3回検討

第4回検討予定
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（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定

① 採用する気候変動のシナリオ

気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定方法等について

第一 設計高潮位および設計波の設定方法等

気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）による第５次評価報告書第Ⅰ作業部会報告書で用いられた代表的濃度経路（ＲＣ
Ｐ）シナリオのうち、ＲＣＰ2.6シナリオ（２℃上昇相当）における将来予測の平均的な値を前提とすることを基本とする。
具体的な計画外力の検討に当たっては、気候変動予測には不可実性があること、また、関連した研究成果のさらなる蓄積
が期待されることなどを踏まえ、最新のデータおよび知見等をもとに検討するよう努め、設計高潮位及び設計波における気
候変動の影響を勘案して必要と認められる値等については、海岸管理者が気候変動予測の不可実性や施設整備の効率
性等に留意した上で必要と認められる値等を決定することを基本とする。

• 気候変動のシナリオはＲＣＰ2.6シナリオ（２℃上昇相当）とし計画外力の検討を進める。
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（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定

② 海面上昇量

●「気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定に関する参考資料等について」では、「日
本の気候変動2020」の結果が転記され0.39mの上昇と示されている。

出典：日本の気候変動2020
（文部科学省・気象庁、令和2年12月）

検討方針
• 日本沿岸の海面上昇量は2℃上昇シナリオの平均で+0.39mとされており、海面上昇量

+0.39mを採用する。
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●気候変動の影響を考慮する前の現状の外力である検討ケース１と、気候変動の影響（２℃上昇シナリオ
における将来予測）を踏まえた将来的な計画外力である検討ケース２の外力算定を行う。

概要
潮位

波浪
天文潮位 海面上昇量 潮位偏差

現行計画 ー
朔望平均満潮位

台風期平均満潮位
ー

伊勢湾台風規模の
高潮偏差

2006年までの
波浪推算による
50年確率波高

検討ケース１
気候変動考慮前の
外力の算定

【20世紀末・気候変動前】

朔望
平均満潮位

ー
伊勢湾台風規模の
高潮シミュレーション

（本検討）

2022年までの
波浪推算による
50年確率波高
（本検討）

検討ケース２

現時点における将来的
な最終目標とする
外力の算定
【気候変動後】

朔望
平均満潮位

0.39m
(2℃上昇)

新伊勢湾台風規模の
高潮シミュレーション

※気候変動による台風中
心気圧低下を考慮

（本検討）

2006年までの波
浪推算による

50年確率波高に
気候変動による
増分を考慮
（本検討）

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定

現行計画の課題に対する基本的な検討方針
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●検討ケース１と検討ケース２の外力及び施設整備必要高を算出
（１）検討ケース１ ： 気候変動による影響を考慮しない施設必要高の算定
（２）検討ケース２ ： 現時点における将来の最終目標とする施設必要高の算定

●算出結果をもとに気候変動の不確実性や施設の耐用年数などを考慮し、当面の施設整備目標（外力）に
ついて今後検討。
（注：2℃上昇シナリオ時の台風強大化の傾向は、2040年からは横ばいとなる。）

気候変動の影響による外力の長期変化と整備目標

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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③ 天文潮位
●各潮位観測所の観測記録を整理し、朔望平均満潮位を設定した。
●2100年時点での朔望平均満潮位は、20世紀末の潮位にRCP2.6シナリオの平均値（0.39m）を加算する。

※長島港・熊野潮位観測所では2005年までの観測データが無いため、尾鷲潮位観測所の2022年までの海面上昇量を用いて逆算している。

検討ケース１ 検討ケース２

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定

H.W.L T.P.(m)

観測所名 現行計画

気候変動前 直近10年 採用値
気候変動後
2100年1986年～2005年 2013年～2022年 朔望平均満潮位

四日市港 1.11 1.03 1.05 1.03 1.42

津松阪港 0.94 1.07 1.05 1.07 1.46

鳥羽 0.81 0.97 0.97 0.97 1.36

長島港 0.58 - 0.84 0.80 1.19

尾鷲 0.58 0.79 0.83 0.79 1.18

熊野 0.58 - 0.85 0.81 1.20
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③ 天文潮位
●現行計画の朔望平均満潮位は以下となる。

三重県沿岸における朔望平均満潮位
【現行計画】

三重県沿岸における朔望平均満潮位の設定【現行計画】

【伊勢湾区間】
① ： 木曽岬町～桑名市

H.W.L.=T.P.+1.198m
② ： 川越町～鈴鹿市

H.W.L.=T.P.+0.979m
③ ： 津市～神前岬

H.W.L.=T.P.+0.872m

【熊野灘区間】
④ ： 神前岬～小浜（伊勢市南部～鳥羽市北部）＋伊勢湾口の島嶼部

H.W.L.=T.P.+0.690m
⑤ ： 安楽島（鳥羽市北部）～棚橋（紀北町南部）

H.W.L.=T.P.+1.000m
⑥ ： 引本（紀北町南部）～行野浦（尾鷲市東部）

H.W.L.=T.P.+0.581m
⑦ ： 吉江（尾鷲市東部）～紀宝町

H.W.L.=T.P.+0.588m

①T.P.+1.198m

②T.P.+0.979m

③T.P.+0.872m

⑤T.P.+1.000m

④T.P.+0.690m

⑥T.P.+0.581m

⑦T.P.+0.588m

④T.P.+0.690m

地図出典：国土地理院地図より加筆

四日市港

津松阪港

鳥羽

長島港

尾鷲

熊野

台風期平均満潮位
【伊勢湾区間】
① ： H.W.L.=T.P.+0.970m
② ： H.W.L.=T.P.+0.850m ～ +0.830m
③ ： H.W.L.=T.P.+0.760m ～ +0.663m

台風期平均満潮位
【熊野灘区間】
④ ： H.W.L.=T.P.+0.663m
⑤ ： H.W.L.=T.P.+0.563m ～ 0.790m
⑥ ： H.W.L.=T.P.+0.353m
⑦ ： H.W.L.=T.P.+0.460m

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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③ 天文潮位
●検討ケース１の朔望平均満潮位を以下のように見直す。
●検討ケース２は各区間の朔望平均満潮位に0.39cmを加算することとする。

三重県沿岸における朔望平均満潮位の設定【検討ケース１】

【伊勢湾区間】
① ： 木曽岬町～桑名市

H.W.L.=T.P.+1.20m （名古屋港の潮位データを使用）
② ： 川越町～鈴鹿市

H.W.L.=T.P.+1.03m
③ ： 津市～神前岬

H.W.L.=T.P.+1.07m

【熊野灘区間】
④ ： 神前岬～大紀町

H.W.L.=T.P.+0.97m
⑤ ： 紀北町

H.W.L.=T.P.+0.80m
⑥ ： 尾鷲市

H.W.L.=T.P.+0.79m
⑦ ： 熊野市～紀宝町

H.W.L.=T.P.+0.81m

三重県沿岸における朔望平均満潮位
【検討ケース１】

②T.P.+1.03m

③T.P.+1.07m

④T.P.+0.97m

⑤T.P.+0.80m

⑥T.P.+0.79m

⑦T.P.+0.81m

①T.P.+1.20m

四日市港

津松阪港

鳥羽

長島港

尾鷲

熊野

地図出典：国土地理院地図より加筆

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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③ 天文潮位
●現行計画と見直し案との比較
➢ 熊野灘の紀北町北部以外、検討ケース１は現行計画より高いかほぼ同様である。
➢ 見直された天文潮位で、検討ケース１・２の計算を行い、潮位偏差と設計高潮位の境界設定を行う。

木曽岬町～桑名市
1.198 m

川越町～鈴鹿市
0.979 m

津市～神前岬
0.872 m

神前岬～小浜
0.690 m

安楽島～棚橋
1.000 m

伊勢湾口の島嶼部
0.690 m

安楽島～棚橋
1.000 m

引本～行野浦
0.581 m

吉江～紀宝町
0.588 m

1.20 m

1.03 m
1.07 m

0.97 m

0.80 m 0.79 m 0.81 m

木曽岬町～桑名市
1.59 m

川越町～鈴鹿市
1.42 m

津市～神前岬
1.46 m 神前岬～大紀町

1.36 m

紀北町
1.19 m

尾鷲市
1.18 m

熊野市～紀宝町
1.20 m

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

天
文
潮
位
（

T
.P

.,
m
）

現行計画 検討ケース1 検討ケース2
伊勢湾 熊野灘

四日市港 津松阪港 鳥羽 長島港 尾鷲 熊野

潮位観測所観測値の反映範囲

朔
望
平
均
満
潮
位
（
T.
P.
,m
）

名古屋港

朔望平均満潮位現行計画と検討ケース1・2の比較

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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④潮位観測所地点での潮位偏差、設計高潮位の検討
●見直された天文潮位を用いて、検討ケース１・２の高潮推算を再計算し、検討ケース１と検討ケース２との
潮位偏差変化量（差分・倍率）を算出した。
●潮位偏差の変化倍率は1.027～1.078倍となった。
●最高潮位は、全地点が上昇している。

四日市港 津松阪港 鳥羽 長島港 尾鷲 熊野

検討ケース１
(m)

2.867 1.516 1.062 0.957 0.925 1.114

検討ケース２
(m)

3.001 1.620 1.111 1.032 0.978 1.144

差分 0.134 0.104 0.049 0.075 0.053 0.030

倍率 1.047 1.069 1.046 1.078 1.057 1.027

四日市港 津松阪港 鳥羽 長島港 尾鷲 熊野

検討ケース１
(T.P.+m）

3.897 2.586 2.032 1.757 1.725 1.914

検討ケース２
(T.P.+m）

4.421 3.080 2.471 2.222 2.168 2.334

差分 0.524 0.494 0.439 0.465 0.443 0.420

倍率 1.134 1.191 1.216 1.265 1.257 1.219

■潮位偏差の変化量

■最高潮位の変化量

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：三河湾・伊勢湾区間
●【潮位偏差】海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

三河湾・伊勢湾区間 潮位偏差

①3.70m
②3.31m

③3.08m

津松阪港

鳥羽

地図出典：国土地理院地図より加筆

四日市港

⑥2.43m

⑧1.56m

⑨1.41m

④3.01m

⑤2.84m

⑦1.91m

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：三河湾・伊勢湾区間
●【潮位偏差】海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

三河湾・伊勢湾区間 潮位偏差

木曽岬町
桑名市
川越町 四日市市 鈴鹿市 津市 松阪市 明和町 伊勢市

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：三河湾・伊勢湾区間
●【設計高潮位】海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

三河湾・伊勢湾区間 設計高潮位

木曽岬町
桑名市
川越町 四日市市 鈴鹿市 津市 松阪市 明和町 伊勢市

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定



２. 三重県海岸保全基本計画検討委員会技術部会の検討状況

23

①1.17m

鳥羽

長島港

尾鷲

熊野

地図出典：国土地理院地図より加筆

⑱2.02m

⑲2.04m

⑳1.95m

㉑1.57m

㉒1.92m

㉔1.42m

㉖1.48m

㉗1.11m

㉓1.51m

㉕1.12m

㉘1.08m

㉙1.30m

㉚1.60m

㉛1.43m

①1.17m

⑧1.16m

③1.62m

⑪2.07m
⑫1.65m

②1.26m

④1.37m ⑤1.53m

⑦1.11m

⑨1.36m

⑩1.17m

⑬1.56m

⑭1.41m

⑮1.65m

⑯1.74m
⑰1.82m

⑥1.08m

⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
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（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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⑥ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差

伊勢市
鳥羽市 志摩市 南伊勢町

大紀町
紀北町 尾鷲市

熊野市
御浜町
紀宝町

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定
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⑥ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【設計高潮位】海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 設計高潮位

伊勢市
鳥羽市 志摩市 南伊勢町

大紀町
紀北町 尾鷲市

熊野市
御浜町
紀宝町

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定



２. 三重県海岸保全基本計画検討委員会技術部会の検討状況

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定

⑦ 波浪
●現行計画と検討ケース１との比較：内湾域（M01～M25）
➢ M20以外はほぼ変動がない。
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●現行計画と検討ケース１との比較：狭領域（M26～M44）
➢ 波浪がやや増大傾向となっている。
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⑦ 波浪
●検討ケース２の波浪について
➢ 検討ケース２の波浪は、アンサンブル気候予測データセット（d4PDF)を利用した過年度検討の成果を活
用し倍率をかけることする。気候変動により統計的に有意な波高上昇（1.00倍～1.01倍）は見られない。

➢ 高潮推算に伴う波浪の計算結果において、気候変動前後の波浪変動は1.02倍となり、前記検討の結果
とほぼ同様であり、統計的に有意な波高上昇は見られない。

（２） 気候変動を踏まえた計画外力の設定

     

     

①三重県尾鷲沖地域（外洋）

②伊勢湾湾口地域（外洋）

③伊勢湾・三河湾湾奥地域（内湾） ⑤駿河湾湾奥地域（内湾）

熊野海岸～御浜海岸

鈴鹿海岸
～四日市海岸

渥美海岸～田原・
豊橋海岸

駿河海岸

富士海岸

シナリオ 再現期間
①三重県尾鷲沖地域

（外洋）
②伊勢湾湾口地域

（外洋）
③伊勢湾・三河湾湾奥地域

（内湾）
出典

高潮推算
（伊勢湾台風）

ー 1.02倍 1.02倍 1.02倍 本検討

有義波高の変化倍率（代表地点）
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（３） 既存施設に対する評価

●下記に示す5箇所を対象施設として選定し、検討ケース２を外力とした既存施設への評価を行った。
●一部の地区において、検討ケース２に必要な天端高を満足せず、計画天端高の見直しが必要である。

地図出典：国土地理院地図より加筆

T.P.,m

海岸名 構造形式
設計高潮位

現行
設計高潮位
検討ケース２

計画天端高
必要天端高
検討ケース２

判定

長島地区海岸 堤防 4.52 5.29 8.50 10.95 不足

宇治山田港海岸二見 堤防 2.51 2.87 3.77 4.84 不足

鳥羽港海岸岩崎 護岸 2.51 2.62 2.77 2.95 不足

的矢港海岸的矢 護岸 2.51 2.52 2.77 3.17 不足

長島港中ノ島地区 護岸 2.84 2.84 3.20 3.06 満足
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（４） 設計津波（L1津波算出）

●2100年時点の朔望平均満潮位を用いて設計津波水位を算出する。

（５） 段階的な整備計画

●現場への実装方針
➢ 「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言」の考え方をベースにし、「港湾における気候変動適応策
の実装方針」を参考とする。

【気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言】

【港湾における気候変動適応策の実装方針】

（６） 技術部会からの意見

⚫ 堤防等の防護だけでなく、面的防護などのやり方もあり、養浜の併用等砂浜のことも考える必要がある。砂浜について
も考えていって欲しい。

⚫ 技術部会として、防護レベルとして必要な高さ等を整理する。環境・利用に関しては検討委員会とのキャッチボールの
中で進めていくことになろう。
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3.1 現行の海岸保全基本基本計画
3.2 海岸保全基本計画変更の方向性
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三河湾・伊勢湾沿岸の「あるべき姿」とは、沿岸の人々に残る伊勢湾台風等の記憶を教訓とし、近年脅威と
なっている大地震への不安を払拭すべく、『災害に強い海岸』を目指すとともに、穏やかな内湾を背景として
白砂青松で知られる海岸や湾内に存在する干潟や藻場などの多様な自然環境の保全・復元に努め、水辺
で育まれてきた歴史的風土や生活文化・レクリエーション・産業活動などの多様な場として地域の発展に寄
与するなど、これらが地域の特性をいかしながら沿岸全体にバランスよく調和されることである。

（１） 三河湾・伊勢湾沿岸の基本理念の概要

■主な取り組み事例

【防護、環境整備及び保全、利用】
○海岸環境や利用と調和した海岸整備
伊勢湾西南海岸（吹井ノ浦地区海岸～北浜地区海岸）

【防護】
○海岸堤防の高潮対策、耐震対策
○国、県、市が一体となった海岸整備
○港湾、海岸、漁港が一体となった海
岸整備
津松阪港海岸、白塚漁港海岸
（津北部海岸）

【防護】
○離岸堤による高潮対策
千代崎港海岸、南若松地区海岸

【防護】
○海岸堤防の高潮対策、耐震対策
長島地区海岸、城南第一地区海岸、
川越地区海岸 等

【海岸清掃】
○伊勢湾 森・川・海のクリーンアップ大作戦
四日市港海岸（天カ須賀）
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海岸は、国土狭あいな我が国にあって、その背後に多くの人口・資産が集中している空間であるとともに、
海と陸が接し多様な生物が相互に関係しながら生息・生育している貴重な空間である。また、様々な利用の
要請がある一方、人為的な諸活動によって影響を受けやすい空間である。さらに、このような特性を持つ海
岸において、安全で活力ある地域社会を実現し、環境意識の高まりや心の豊かさへの要求にも対応する海
岸づくりが求められている。 これらのことから、国民共有の財産として「美しく、安全で、いきいきした海岸」
を次世代へ継承していくことを、今後の海岸の保全のための基本的な理念とする。

（２） 熊野灘沿岸の基本理念の概要

■主な取り組み事例

【防護】
○高潮対策、侵食対策
七里御浜（井田地区海岸他）

【防護】
○高潮対策、耐震対策
南張海岸、相賀浦海岸 他

【防護】
○陸閘の開閉自動化等
鳥羽港海岸～鵜殿港海岸
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熊野灘沿岸
■環境の目標
海岸環境と沿岸住民の生活が共存し、熊野灘沿

岸の豊かな自然環境を次世代へと引き継いでいく
ことを目標とする。

○目標を達成するための施策
１．海岸の支援地形、自然景観の保全と復元
・人工リーフや養浜等による自然地形の保全・復元
２．海岸の生態系の保護・保全
・砂浜、藻場等の保全、車両乗り入れ規制等
３．地域との連携による海岸環境の保全
・海岸清掃活動の推進、漂着ごみ、流木対策等
４．地域との連携した環境学習の実施
・環境情報の蓄積、共有化、提供等

（３） 環境面の目標

海岸環境の整備及び保全の目標

三河湾・伊勢湾沿岸
■環境の目標
沿岸域における自然環境が、質・量共に生物にとって
十分良好な状態で維持されることを目指し、沿岸住民と
海岸環境の共生のために広域的・総合的に取り組んで
いくものとする。

○目標を達成するための施策
１．広域的・総合的な取り組み
（１）一体的・計画的な事業の推進
２．良好な生物・生息環境の保全・復元
（１）良好な自然環境の保全・復元
（２）生物の生息・生物環境に配慮した海岸整備の推進
（３）水質・底質の改善
（４）漂着流木等の対策
３．海岸環境の保全・復元
（１）自然公園・砂浜や松林等、優れた海岸景観の保全・復元
（２）景観に配慮した海岸保全施設の整備
４．自然と沿岸住民の共生
（１）自然保護活動の推進
（２）沿岸域の文化の保全・継承・創造

環 境
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熊野灘沿岸
■利用の目標
海岸の利用状況、利用者のニーズに対応し、海

岸が有効かつ適正に利用されることを目標とする。

○目標を達成するための施策
１．歴史・文化遺産の保護と保全
・文化遺産の保護、施設による保全等
２．海岸へのアクセス施設の整備
・階段やスロープの設置等
３．地域と連携した海岸利用の促進
・利便施設の整備、利用のルールづくり等

（４） 利用面の目標

適正な利用の目標

三河湾・伊勢湾沿岸
■利用の目標
背後地の利用状況や利用者のニーズに配慮し、沿岸
域の有効かつ適正な利用を目標として、海岸利用の快
適性・利便性・有効性を高めるべく整備を行うこととする。

○目標を達成するための施策
１．沿岸域の有効かつ適正な利用
（１）港湾利用、漁港・漁場利用の促進
（２）多様なメディアによる海岸利用のＰＲ
２．地域社会に密着した海岸空間の形成
（１）アクセスしやすい海岸の整備
（２）各種施設へのユニバーサルデザインの採用
（３）地域文化の保存・継承・創造
（４）快適な海岸利用のための利便設備の整備
（５）周辺地域との連携
３．様々な海岸利用者の共存
（１）利用者のマナー向上
（２）多様化する海岸利用の共存

利 用
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（１） 検討の流れ

外力の算定（高潮対策）
・気候変動の影響を考慮した外力の算定
・砂浜の順応的管理を視野に入れた対応の検討

施設整備目標の設定
・気候変動将来予測の不確実性や施設の耐用年数を考
慮した当面の施設整備目標の設定
・対策必要区間の抽出

環境・利用との調和

総合的な対策の推進
・多重防御

・ソフト対策

海岸保全基本計画の変更計画（原案）
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（２） 計画変更における留意点

防護と環境

○自然環境
砂浜や海浜植生、そこに生息する動物の減
少などの影響

○眺望や景観
眺望が阻害されることにより、景観だけでなく
観光資源としての影響

防護と利用

○海岸利用の利便性自然環境
海浜などへのアクセスが低下する事による海
岸利用への影響

防護

○段階的整備
気候変動の不確実性や施設の耐用年数を考
慮した施設防護目標（防護水準）の設定

○危機管理対策目標
危機管理対策目標の対象外力に対する気候
変動の影響を踏まえた総合的な対策

堤防の嵩上げを行うと、海岸へのアクセスが低下し、景観や観光利用に影響が出る可
能性がある。

熊野灘沿岸 獅子岩
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（３） 「海岸保全基本計画」の主な変更箇所 三河湾・伊勢湾沿岸

三河湾・伊勢湾沿岸海岸保全基本計画の目次構成

第１章 海岸の保全に関する基本的な事項
３．海岸の保全の方向に関する事項
３－１ 三河湾・伊勢湾沿岸の長期的なあり方
３－２ 海岸の防護に関する事項
３－３ 海岸環境の整備及び保全に関する事項
３－４ 海岸における公衆の適正な利用に関する事項
３－５ 沿岸保全の施策の実施に向けて
３－６ 地域特性に応じた海岸保全の方向性

第２章 海岸保全施設の整備に関する基本的な事項
１．海岸管理者が行う海岸整備の基本方向
２．海岸保全施設を整備しようとする区域
３．海岸保全施設の受益の地域及びその状況と整備
概要

“防護の目標”の見直しの方向性

〇高潮
①これまでの伊勢湾台風規模を基本とした施設整備か
ら、気候変動の影響を考慮した外力の検討
②気候変動の不確実性、施設の耐用年数を踏まえた施
設整備目標の検討

○津波
①気候変動の影響を考慮した外力の検討
②気候変動の不確実性、施設の耐用年数を踏まえた施
設整備目標の検討

〇総合的な防災対策
・総合的な津波防災、高潮防災の考え方の更新

環境、利用との調和を踏まえた海岸保全について
検討

◆第１章の内容を踏まえた、海岸保全施設の整備
について検討

次回

今回

次回

●気候変動の影響を考慮した外力の上昇に関連する事項の変更を検討する。
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（４） 「海岸保全基本計画」の主な変更箇所 熊野灘沿岸

熊野灘沿岸海岸保全基本計画の目次構成

第１章 海岸の保全に関する基本的な事項
２．海岸の保全の方向に関する事項

2－1 海岸の概要
2－2 海岸の現況と課題
2－3 海岸の保全の方向に関する事項
2－4 海岸の防護に関する事項
2－5 海岸環境の整備及び保全に関する事項
2－6 海岸における公衆の適正な利用に関する事項
2－7 施策の実施に向けた役割分担
2－8 ゾーンの設定
2－9 各海岸の整備の方向性

第２章 海岸保全施設の整備に関する基本的な事項
１．海岸管理者が行う海岸整備の基本方向
２．海岸保全施設を整備しようとする区域
３．海岸保全施設の受益の地域及びその状況と整備
概要

“防護の目標”の見直しの方向性

〇高潮
①これまでの伊勢湾台風規模を基本とした施設整備か
ら、気候変動の影響を考慮した外力の検討
②気候変動の不確実性、施設の耐用年数を踏まえた施
設整備目標の検討

〇津波
①気候変動の影響を考慮した外力の検討
②気候変動の不確実性、施設の耐用年数を踏まえた施
設整備目標の検討

〇総合的な防災対策
・総合的な津波防災、高潮防災の考え方の更新

環境、利用との調和を踏まえた海岸保全について
検討

◆第１章の内容を踏まえた、海岸保全施設の整備
について検討

次回

今回

次回

●気候変動の影響を考慮した外力の上昇、砂浜の順応的管理への対応ついて関連する事項の変更を検討
する。
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４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

・海岸延長の更新
・気候変動による影響を明示的に考慮した対策への転換(追記)

・気候変動の影響を踏まえた防護水準、ハードとソフト面を組み合わせた対策、
侵食メカニズムに基づく侵食対策、順応的砂浜の管理、海面上昇等を考慮した対
応(追記)

・気候変動による影響を考慮した対策への転換(追記)
・令和６年度変更履歴(追記)
・委員名簿及び部会員名簿の更新

・海岸延長の更新

・気候変動による影響を考慮した対策への転換(追記)

・海岸延長、平均水深、流域人口の更新

・年平均気温の更新
・三重県内の月別平均気温、月別平均降水量データの更新

・三重県沿岸市町における人口関連データの更新

2-2-1 多様な自然環境
・藻場面積の近年の推移(追記)
2-2-3 湾内の水質の汚濁
・環境基準（COD）の達成率、三海域の環境基準（全窒素・全りん）の達成率、三
河湾・伊勢湾における発生源別負荷量（COD）、三河湾・伊勢湾における発生源別
負荷量（窒素・りん）、生活排水処理率、貧酸素水塊の分布、黒潮発生状況、赤
潮発生状況の更新及びそれに伴う文言の修正

2-3-1 多様な産業活動
・愛知県及び三重県の沿岸域産業の更新
・三河湾、伊勢湾の漁港数の更新
・文言修正及び三重県漁業生産推移データの更新
・プレジャーボートのデータ更新

・気候変動による影響を考慮した防護水準の設定および海岸保全施設の整備(追
記)

43



４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

44

旧 新

●主な変更点①（p.4-p.5）



旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

45

●主な変更点②（p.9）



旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

46

●主な変更点③（p.13）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

47

●主な変更点④（p.14）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

48

●主な変更点⑤（ｐ.15）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

49

●主な変更点⑤（ｐ.15）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

50

●主な変更点⑦（ｐ.17）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

51

●主な変更点⑧（ｐ.18）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

52

●主な変更点⑨（ｐ.39）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

53

●主な変更点⑩（ｐ.45）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

54

●主な変更点⑪（ｐ.46）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

55

●主な変更点⑫（ｐ.47）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

56

●主な変更点⑬（ｐ.47-p.48）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

57

●主な変更点⑭（ｐ.50）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

58

●主な変更点⑮（ｐ.57）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

59

●主な変更点⑯（ｐ.58）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

60

●主な変更点⑰（ｐ.68）



旧 新旧 新

４. 三河湾・伊勢湾沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

61

●主な変更点⑱（ｐ.83）



５. 熊野灘沿岸
海岸保全基本計画の本文変更(案）

62



５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

63

はじめに
・気候変動による影響を明示的に考慮した対策への転換(追記)

・気候変動による影響を考慮した対策への転換(追記)

・気候変動による影響を考慮した対策への転換(追記)
・熊野灘沿岸海岸保全基本計画の変更履歴の更新

・熊野灘沿岸海岸保全基本計画策定の対象延長の更新

・熊野灘延長の更新
・平均気温、平均降水量の更新
・潮岬における波浪特性の更新
・流域人口の更新

2) 動植物・生態系の分布
・藻場面積の近年の推移(追記)
4) 海域の水質
・水浴場水質調査結果の更新



旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

64

●主な変更点①



旧 新旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

65

●主な変更点②（ｐ.1）



旧 新旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

66

●主な変更点③（ｐ.3）



旧 新旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

67

●主な変更点④（ｐ.4）



旧 新旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

68

●主な変更点⑤（ｐ.5）



旧 新旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

69

●主な変更点⑥（ｐ.6）



旧 新旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

70

●主な変更点⑦（ｐ.31）



旧 新旧 新

５. 熊野灘沿岸 海岸保全基本計画の本文変更（案）

71

●主な変更点⑧（ｐ.34）



６. 今後のスケジュール
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協議 開催時期 内容（予定）

検討委員会技術部会 ① 2023/09/12
・ 計画変更が必要となった経緯
・ 現行計画の防護目標、気候変動を踏まえた技術的検討方針

検討委員会 ① 2023/10/25
・ 計画変更が必要となった経緯
・ 具体的な変更の方向性

検討委員会技術部会 ② 2024/02/14
・ 現状外力の試算結果
・ 将来外力の試算結果

検討委員会技術部会 ③ 2024/09/18
・気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
・気候変動を踏まえた計画外力による既存施設の評価結果

検討委員会 ② 2024/10/16
・気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
・気候変動を踏まえた計画外力による既存施設の評価結果
・海岸保全基本計画の変更計画（原案）の作成（環境、利用）

検討委員会技術部会 ④ 2025年1月（予定）
・気候変動を踏まえた計画外力（設計津波）の検討結果
・気候変動に対応する段階的な整備手法について

検討委員会 ③ 2025年2月（予定）
・気候変動を踏まえた計画外力（設計津波）の検討結果
・気候変動に対応する段階的な整備手法について
・ 海岸保全基本計画の変更計画（原案）の作成



６. 今後のスケジュール
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４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月

計画外力の検討

海岸保全基本計画案作成
（環境・利用）

海岸保全基本計画案作成
（防護）

関係行政機関調整会議

検討委員会技術部会

検討委員会

沿岸調整会議

関係市町意見聴取

常任委員会報告

パブリックコメント

計画変更
（大臣報告）

設計指針改正
（現場実装）

令和６年度令和５年度 令和７年度

令和６年１０月時点

設計指針改正作業
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